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全学共通情報基盤を用いた非対面式情報系授業
―情報系スタッフの取組―

渡邊いろは，角田　貢

日本体育大学基礎教養系

Tele teaching for computer literacy 
using our information infrastructure:  

Our Endeavor to on-line classes of information staff
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Abstract: The efforts of our information staff for online classes since April 2020 is described using our 
university’s information infrastructure, and a formula that can be considered as one of the indicators to 
express student attendance to classes is also proposed.

要旨： 本学の情報基盤を用いた非対面式授業について，この 4月からの情報系スタッフの取り組みを
紹介し，受講の参考となる実験式を提案する。
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学部向け情報系授業について，昨年度まで実施してい
た学内の PC教室において学生と対面し教授を行う授
業（以降，直接対面式）をインターネット経由の双方
向ビデオ会議を併用して行う授業（以降，非対面式）
とした。
本研究の目的は，実施した授業から明らかになった
課題や問題点を改善し，より良い遠隔授業を構築する
ことである。本稿は，この前期の保健医療学部向け授
業を事例として述べた後，受講学生から提出された課
題等から明らかになったことを考察する。保健医療学
部は，本学において唯一 1年時から理数系授業をカリ
キュラムに含む学部である。この学習効果を一層進展
させる方策の一つとして，学んだ数理的理論の計算機
操作による具現化（含む情報ネットワーク利活用）を
主眼とした本授業の遠隔化を行うことがある。授業か
ら学んだ学生が Society5.0等の情報化社会において情
報処理を活用できるようになる等，授業の遠隔化を実
施することによる学習の発展可能性を有すると考え
る。今回コロナ禍をきっかけとした授業の遠隔化は，

1．はじめに
SARS-CoV-2の世界的流行によって（WHO 2020），
授業のために十分な事前準備を行えなかったという状
況も含めて，授業に関する様々な取組及び，将来へ向
けた議論がシンポジウムにおいて活発に行われている
（国立情報学研究所 2020）。本報告に限らず，新たな知
見の共有によって，授業を行う教員また受講する学生
これら双方にとってより良い遠隔授業が期待される。
本学において全学（授業）を担当することになる基
礎・教養（以降；情報系）は，体育学部の授業を出発
点として，短期大学から展開された児童スポーツ教育
学部（2013），そして設置認可の保健医療学部（2014），
更に届出認可のスポーツ国際学部（2017），スポーツマ
ネージメント学部（2018）と学部が新たに設置されて
きた 10年間超にわたるデータ蓄積を基に授業が進め
られている（NICS-Web）。これ迄に各学部それぞれの
特徴を踏まえた授業の検討を行ってきた（角田ほか
2017）。そして今回，我々は，この 4月からの保健医療
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に学習するソフトウェアを前提として行う必要があっ
た。ここで検討される課題は，演習を含む非対面式以
外に，体育大学において実施される情報系授業の特徴
に鑑みれば，身体の部分について一つ一つ体得するこ
とを学ぶ体育実技の遠隔授業にも通ずる情報が含まれ
るものと考える。本授業受講学生への教授については，
過去に授業用ビデオ作成のための相談・補助等から学
んだ本学実技の指導法の一つである分習法を参考にし
て，その日の内容に前回までの復習となる内容も示し
ながら，受講生に全テーマから課題を一部切り出し一
つずつ進められるような工夫を授業中に行った。

2．EBMのための情報の授業の遠隔化及び方策
2学科を有する本学保健医療学部について情報系は

PCを用いた文書など所謂デジタル作成物のための操
作以外に，論理的思考や数的演習等の多岐にわたる
テーマについて現在，根拠に基づく医療（Evidence-
Based Medicine；以降 EBM）（SDL1996）をテーマと
した情報処理について演習を含めた授業を実施してい
る。これ迄この授業において学生は，情報機器の操作
に関する一般的スキル獲得を主目標として，MS-
Word，MS-Excel（以降，xls），MS-PowerPoint（以
降，ppt）のMS-Office系の利用や，授業の最後に Rに
よる統計ソフトウェア演習まで一通り学習する。学生
による本授業への取り組みにおいて，学部進級後に医
学など専門課目学習時のレポートに用いることになる

学生が学内向けに利用する情報システムに加えて，本
学の情報インフラであるMicrosoft（以降，MS）社の
Teams，また，社会一般に広く利用されている Gmail
や Google Meet（以降，Meet）等，これらインター
ネットを経由した多種なソフトウェアを活用する授業
（時間及び回数）であり，そしてネットワーク経由の情
報通信技術を学び情報機器の操作力向上に繋げられる
良い機会でもある。
また，この検討は，教育工学のみならず，授業の質
の向上に有効なテーマの一つである。ネットワーク接
続を前提とした遠隔授業は，答案の自動採点システム
や学生の学習履歴の確認及び，これを踏まえた授業の
展開に AIを併用して授業の質向上を補助するシステ
ムとの親和性が高いものであり，このような教育工学
など他分野における新しい研究への寄与も考えられ
る。更に，PC教室を使用可能な授業において受講生
は従来，Aという情報装置（デバイス）を用いて，B
という課題（アプリ）に取り組み，Cという結果（ソ
フト）の提出を求められていた。つまり全受講生が同
じシステムを利用するということを前提とした授業で
あった。一方で，前期を非対面式とするという大学か
らの方針下，授業の前提となるパーソナルコンピュー
タ（以降；PC）等の学生の学習環境が事前に未知で
あった。従って，これらのことを踏まえて実施できる
課題，また，直接対面式と同等な効果をもたらすこと
が可能な授業に関する検討を，学生がその回（授業）

Fig. 1 全学向け情報系アンケート結果（NICS-Web）



2009

渡邊　ほか

へ毎週参加（出席率向上）を促すようなチャットの活
用法や，このためのシステム開発，更に，これ迄の授
業と同等程度に学生が操作力を身につけられるような
指導とするために 2教員による授業運用等も行った。
本研究は，エビデンスとして十分となる定量分析及び
得られた結果をより効果的なものとするための調査研
究であり，データに対する時間軸からの解析などの信
号処理（Oppenheim1975）を将来の課題として今回，
定性的検討を研究方針とした。

3．結　　果
2クラスを合計すると約 50名の受講生に対して教員

2名と助手 1名の協働によって授業が実施された。教
員 1名がそれぞれの担当 1クラスに対して説明を実施
し，学生からの質問等へ他の 1名の教員もサポートを
行った。また，法人システム課運用による本学向け課
題管理システムである n-passを基本とした授業のお
知らせや課題の提示，また，同運用の NICS-Webを用
いたテストを実施した。この授業を実現する上で最も
重要な役割を担うことになる助手は，双方向ネット
ワークビデオ会議以外にネットワークサポートや授業
開始時に学生から送付される受講希望メール等に対応
を行った。例えば，Zoom Cloud Meetings（以降，
Zoom）／Meet等のネットワークに関する検討及び設
定や，授業中の pptが動かない等の不具合が発生した
場合に教員へ Slackを用いたデスクトップ通知による
指摘を，また，インターネット経由のアクセスである
ことが原因と推測される様々な事象に対して，授業の
説明を行っている教員のインターネット上の位置と，
その授業のサポートを行っている助手これら両者が
別々のネットワークから Slack経由で協働できる体制
を構築した。これらのネットワークについて，助手は
授業支援に関する業務を授業時間内及び，この時間帯
以外に授業の安定化のためテスト接続も含めて遂行し
た。
学生が一見してその回の授業の概略をある程度捉え
られるような pptの準備と同時に，教員はMeetの音
声（説明）と文字（チャット）等のマルチメディア（情
報）を併用し操作のデモンストレーションを示した。
特に EBMに関する理論（数的処理）のための情報処
理の操作力向上演習のための工夫として，教員は毎回
授業の終盤に課題を提示し，また一方の学生は課題へ
取り組みオンライン／オフラインどちらのネットワー
ク環境下でも演習を継続できる提出法を授業中に示し
た。これは授業中に教員の PCにトラブルが生じたこ
とを受けて新たに追加した内容である。第 1回授業の
オリエンテーションに実施したアンケート（Fig. 1, 
Enquate for IP Labs. 2020 [Medical Science]）から，操

医療系用語に比較的多く触れられる点が，他学部向け
情報処理（授業）と異なる点であり，本授業の新たな
特徴の一つである（今江ほか 2020，Table）。
この授業の遠隔化にあたっては具体的に，1）授業中
に紹介する EBM用語数を従来の授業と同程度とする
こと，2）ソフトウェア操作を前提とした説明を行う際
に特定のソフトウェア（アプリケーション）に限定さ
れることなく，何故その処理を必要とするのか，とい
う活用法に重点をおいた説明を行うこと，3）xlsを用
いた計算処理については，学生によるオンデマンドの
ダウンロード可能な課題｛Fig. 1, EBM4MedSci2020_
Report / EBM4MedSci2020_Test_Advance_(software)｝
として教員は提出されたレポートを評価するものとし
た。

Fig. 2は，著者ら及び情報系講師における医療情報
等のシステム開発経験を踏まえた課題（同図（a））で
ある。この課題については関数をネット検索による回
答と並行して，データ処理を実際に行うことによる解
答にも対応できる出題とした。例えば，スマートフォ
ン等の携帯端末による学習者にも対応可能とすること
による多様な受講環境に考慮した形式（同図（b））で
ある一方で，通信を含めた情報処理のための学習環境
を十分に有する学生が例年，教室において実際に行っ
ていたデータ処理について自分の PCを用いて簡単な
シミュレーション操作から解答を行える出題（同図
（c））である。
この理由に，昨年度まで授業中に教員が演習サポー
トを行うため教室内を巡回する中で，計算をうまく進
められていない学生に対して，その時点の即時的指導
に学習効果（学生の操作力向上）をみてとれており，
このような指導による学習効果を今回の非対面式にお
いて得られにくいと判断したことがある。また，暗記
を重要視する授業ではないため，学生に対して，授業
中にネット検索も併用しながら知識獲得の機会を多く
作るための説明を設けることにより，対面式と同等の
効果に近づけられる工夫を行った。そして学生に授業

Table 1 シラバス
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Fig. 2 計算処理
（a）提出用Web，（b）解答用Web，（c）これまでの記述式を基にしたオンデマンド型出題
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れておらず，あくまで授業（学生への教授）を優先し
た結果であることに注意を要する。Fig. 3中の時間は，
授業開始時刻 t0を起点として，授業への参加のための
メールを学生が送信したと見なせる時刻 t1から，この
メールを教員が受信した時刻 t2((t0, tend])までの時間 t
であり，この測定誤差 ±0.5［sec］である。以上は一般
に

t=
⎧
⎨
⎩

 
t2–t1; ti>t0

t2–t0; otherwise
 （1）

と表現できる。

4．考　　察

今回の結果は授業の後半から特に数理統計の知識を
理解するために必要とする内容となっていることも考
慮すると，振れ幅はあっても，全体を通じて比較的良
好な取組を示している。この後半の難易度は，同学部
1年時の授業に統計学・数理科学があることを踏まえ
た対応である。また，数年間の本授業における経験か
ら，これら 2つの授業を受講してきた学生と未受講の
学生を比較して，計算への理解力が明らかに違うこと
を踏まえたレベル設定であり，これらの授業（開講）
が学生の情報処理の理解へと進められている一因に示
唆される。
授業（回：1–7）の進捗につれて時間に短縮の傾向が
みられる。そして，全受講者の中から，全出席した 10
名の学生を対象として，同一（同じ日）の授業時間内
に 3つのレベル（QuizⅠ：ict＠ nittai.ac.jpへ受講希
望メール送信，QuizⅡ：受講感想を含めた学習事項を

作に不慣れな学生も受講生の一部に含まれるため，感
想を含めて授業から学んだことを記載することや，電
子メールのみの取り組みによる提出も認めることによ
る操作の簡易化と，不安定なネットワーク環境下で
あっても受講している学生に対して受講が継続できる
断続的（再）接続による受講を認めながら，授業時間
内に学んだ内容の復習を確実に行えるよう操作を学生
が自分のネットワーク環境を判断した上で取り組みを
選択できる授業とした。そして，この次の段階として，
少し難度の高いネットワークドライブ共有も併用する
提出法という操作のステップアップを見込めて且つ，
複数のルートからの提出を受け入れることによって，
通信環境が不十分な学生であっても授業に取り組んで
みようと思えるような工夫を定期の授業期間内に行っ
た。しかしながら，授業第 12回目までの課題（Fig. 1, 
EBM4 MedSci2020_Report）回収後，この課題に期間
内に取り組めなかった特別に通信環境等が悪い受講生
に対しては補講を選択的に行える形でWeb提示し，そ
して補講期間にメールによるお知らせも行った結果，
この期間の試験（Fig. 1, EBM4MedSci2020_Test_
Fundamental_4g）や，また，同期間中に提出された成
果物（Fig. 1, EBM4MedSci2020_Test_Output）も含め
た結果を期末の最終成績（評価）とした。このような
授業において，全受講者の中から，全出席した 10名の
学生が授業へ参加してくる迄の時間を計算した結果を
Fig. 3に示す。同図の縦軸が時間（分）であり，横軸
が授業回数（lesson）を表している。尚，ここで全受
講者の中から結果として全出席となった学生のみが抽
出されており，この抽出に意図的なデータ処理が行わ

Fig. 3 実時間ビデオ授業へ入室までの時間
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ケートに“比較的難しい授業”というコメントが得ら
れていることから明らかであるが，これについて，今
回の時間の計算がスクリプト処理可能であり，Web中
においてリアルタイム処理された結果が，授業中に
フィードバックされることにより，教員は学生の反応
を実時間で捉えられて，学生のスキルレベルに合わせ
た指導（授業中のフィードバック）へと繋げられる。
このことは，学生のやる気向上にも繋げられるため今
後に活用が期待される情報処理である。
一方で今回，例年 15回の内容を 12回の pptに詰め
込んだため，例年であれば 2回の説明を行える部分を
1回の説明とした点は，学生における理解が促進され
る上での抵抗となり，十分な理解を得られずに課題へ
取り組みにくかった一因に挙げられる。今回これを補
うものとして，通常授業期間内に課題に課した書式の
条件を一部緩和する代わりに，全課題数を 1.5倍程度
増として，更に 1つ以上の課題を同時操作で提出する
（再提出を認めない）課題を補講期間にも継続的に実施
したことにより，補講期間（8月～ 9月）の提出（遅
延）に対しても，7月提出と同等の評価を得られる機
会（Fig. 1, EBM4MedSci2020_Report_Elementary）を
学生にWeb提示した結果，一部の学生からの取組が見
られた。受講環境の一層の精査を踏まえた遠隔授業の
ためのネットワーク環境整備と平行して，受講者の思
考に基づいた教授法や，授業を途中で欠席したことに
より授業へついていけなくなった全出席以外の学生を
含められるような木目細かな教授法を可能とする遠隔
授業へ向けた検討が，今後の課題である。

5．まとめ

学生の通信環境を踏まえた本授業は，この環境が十
分な学生に対して，NICS-Webへ昨年度までと同程度
のレベルのMS-Office系課題の提出を求める一方で，
スマホ受講など通信環境を不十分とする学生に，
n-passから配信されたメールを受信可であったという
確実なコミュニケーションを経由した課題という指示
が授業中に実施されている。更に，授業中の質問に対
して，Slackとその Callによる音声等のマルチメディ
ア対応を行えるような授業環境を学生と一緒に構築す
ることも操作（学習）の一つとして提案を進めながら
授業展開を行った。今回の授業は，学生の PCなどの
情報系授業に必要となる環境を未知として開始され
た。従来の教室では，全受講生が同じシステムを使い
Aというデバイスで，Bというアプリ作成に取り組み，
Cという結果を出すという，クラス全体に対して統一
した説明を教員が行い，また一方これらの課題へ学生
も取り組むことが可能であった。
今回の非対面式による情報機器の操作の技量（skill）

短時間に簡単に記載したメール送信，QuizⅢ：QuizⅡ
の内容を更に充実させたネットワークドライブ共有）
からなる課題への取組結果を示した Table 2より，授
業（回数）の進捗に伴う，提出率向上をみてとれる。
尚この Table 2は，3つの課題の内，受講希望メールか
ら学生が既に行えている課題（QuizⅠ）を含まない結
果である。学習に一定の効果があり，また Fig. 3のレ
ンジから大きく外れている学生については，授業初回
から 2回目に Zoomの後，Meetの利用に変更を行っ
た（Meetへ参加するために Gmailアカウントを必要
とする）ことや，授業後半の内容の難化の上昇度が例
年と比較して比較的高かったことは，率の単純増とな
らずに変動が生じた要因として推測される。この推測
については，従来 15回を今期 12回授業となった大学
方針を受けて授業（内容及び進捗）を優先することと
し授業中の確認を時間的制約から行えなかったが，著
者ら（大学院及び大学のアカデミックキャリア，また，
部活動）2人の経験から，妥当な結果であるという見
解に一致を見ている。
以上，受講者による授業参加迄の時間に短縮傾向が
みられたこと，同時間帯に複数の課題へ取組を行う中
において授業（lesson）が進むにつれて課題の提出率
向上が見られていること，これらのことから本授業に
おける学習の効果について，一定の傾向がみてとれる。
このことはデータ数を論拠として不十分であるが，一
方，対象とした全出席のデータから言える妥当な結果
である。今回の研究を今後に生かすために，学生に対
して出席を促す教授法とあわせた検討が重要であり，
本研究の意義が更に高められるものである。また，授
業参加迄の時間と提出率向上との関係ついては，授業
への参加意欲を示す指標の一つとなり，学生の学習効
果確認のために参考となる大切な観点であるが，実際
の学習効果及びこの確認へ向けて，取得データ数増加
を含めて一層の調査及び検証によって明らかとなると
予想する。尚，授業の内容について授業の進捗（lesson）
が進むにつれて難易度が増しているということは，授
業最終回または補講期間に実施した学生からのアン

Table 2 課題提出率
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